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11
公
立
女
学
浩
人
第
l

号
（
予
定）
と
レ
て
開
学し

ま
す
が 、
運
営
方
計
は 。

法
人
化
後
も
す
べ
て
県が

面
倒
を
見
る
の
で
な
く、
大

学
自
身
が
自
主
関
川酬
の
仰保

に
昭一
力す
る
顎
掛が
必要 。

数
回に
も
『
自
分は
村わ
れ

て
い
る」
と
い
ろ怠
織
を
恨

本
的
に

変

え

て欲

し
い

と
冨

幽閉1園
っ
た 。
年
l
聞
は
公開
琳仰

を担

当
し
て

も

ら

う
。

年仰

制も
採り入れだ。自分た

ちが
．瓜川市って大学が閣か

になれば、
給料も捕える

ことになる白
eii
ど
ん
な
講
座
や
研
憶

を
考
え
て
い
る
の
で
す
か 。

誕
…削
教
師
向
け
の
研
修

や、
高
校と
の
迎
併な
ど
が

5：国

文科省と「意識の差」実感
あ
る 。
費
削
可
憶か
と
う
か

は

さ
て
お

き
、

国師
ス
ポ
ー

ツ蹴
控
の
大
会勺 、
巴本
人

の
迦
手
が
川判
的
が
で
き
な
い

た
め
に、
情
判
に

抗品も
で

き
な
い
ケ
l
ス
が
あ
る。
大

会
前
の
矧
川畑
山
中
山川町
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
而
白
い。

も
う一
つ
は、
学
定
と
保

枝
者
が一
怖
に
勉
強
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム。
「
ご
一向
組
む
体

験入
学
し
て
く
だ
さ
い 。
代

わ
り
に

捜設料も
払っ
て
τ

さ
い｝
と。
自
分
の
乎
ど
b

の
生
活
や

勉強ぶ
り
が
州
出

分
か
る。

実聞
に
米
国
で
や

っ
てい
る
恥識だ。

ii
開
学
3
年
砲
を
め
ど

に
創
設
す
る
予
定
の
専
門
拙

丈
学
院
の
構
想
は。

申央教育情説会（
文糾

帽の諮問機関）の
57陥

ま
き
Lτ

箪門
安

学院を立ちょげた。
容か

ら始まるロースクールも

そ
の
一
つ
。

で
も
、

車
門
脇
大
学
院

は、

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
だ
け
で

はない。国際教諸大だけ

で帯えても、
斜文也コミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

や
、

舛

国

的
、

同

時

過

況

の

内

成

な

と
、

た

く

さ

ん

あ

り

仰

る 。｜
｜
大
学
の
設
立
認
可

で 、

苦労レ
に
点
は 。

県へ
の出来は荊本的に

泊った。あったとすれ

ば 、
国
潜航
の却
時間
化 。

初
め
は
県

も労務仲間制
の
面

で
「
困
る』
とロ
だ
が、

「
な
ぜ
大学の
申心
の
図
出

航
が
問
時
間
川前
で
な
い
の

か。学生がいつでも
勉強

できるようにレて’欲し

い』と説叫したロ

11
国
と
は
ど
う
だ
つ
た

の
で
す
かe

散
々
や
り
合っ
た。

例えば、メディアで活

な
か
U
ま・
み
ね
お
1
9
3
6
年
宣

ま
れ
。

長

肝県松
本

市
出
身
。

東

京

外
国

船大学
を

紡
て
、

東

京
大

学大学

院
を

修

了
。

社

会

学

附
主
。

専

門
は

盟

際

関

係

叩品
事J
も
予
幸い
h
z

yo

／
長
持り
控
乏
L

揺
す
奇
λιq串寧
括
ぶ
持
法
tu
ぜiF

た。
彼
に
は
大
学
で
「
メ
ヂ

大
学

の人事
柄
は
今
ま
で

イ
ア
と
社
会〕
と
い
う

的指

数
授
会
（

合議
制）
で
決
め

を
担
当
し
て
も
ら
う
予

定だ

て
い
たむ
こ
の
形
は一
見
公

っ

た
。

大学
に

学
外

の
血
在

平
だ

が
、

派
閥
や

思

想
の
迫

入
れ
て、一
性
伯
さ
せ
る
の
い
が
反
映
し
て、
本
当
の
公

が
以
近
の
流れ。
英加
も
鎮
平
さ
は
隼
ま
れ
な
い。
なぜ

抑
で
、

一

縦
で

活
開削
し
て

い

こ

の

人
が

救
援
に

選

ば
れ
た
一

る
人

を
招
き
た

か
っ

た
。

の

か

と
い
う

説

明

貨佳も

梨一

だが、投
開・認可の地腿
たされていなかった。だ一

で
いっ
た
んパ
ツ
が
出
た 。

か
ら
「
｛固
い
臣
民」
み
た
い一

位以
一部
可
の

結盟ロ
メ
ン
バ
な
こ
と
が
起
き
る。

今後、

ー
は 、
い
わ
ゆ
ゑ
泊
の
大
日本
の
大
学
が
歪－
に
生
か

学
の
先
生。
「
棺
は
『
メ
ヂ
さ
れ
る
か
ど
う
か
は、
こ
う

ィ
ア
と
社
会』

の半術
柚
文
し
た
面
が
ど
れ
だ
け
怖判
公

が

出
て

い

な

い

で

は

な

い

附さ

れ
る
か

に

尽
き

る
。

か」と富ってきた。

文和省は、
大学
の自治

一線で活組ず
る人は、
は教授会に
ゆだね
るとい

本当
に
忙し
く
て
論文
を
出
う
考
え
だ
っ
た
か
ら、
何
刷

く脳は
な
い。
今
の
大
学
人
間
々
の
諮論
在
し
たa
結
局

が
非常に
保
守
的
とい
うこ
は
斡
々
の
主
張が

訊本的
に

と
が
祇
閉
さ
れ
た
ケ
ー
ス
だ
認
め
ら
れ
た。
画
期
的
な
こ

っ

た
。

臨終的
に

問
阻
は

寛

と
に
。

服できたが、
大学撲界と
こ
の大学の
実験的な試

の
ぷ
織
の
長
在
強
く
感
じ
みが 、
日
本

の大学
の
あ
り

た
9

方

を変
え
て

い

く
こ

と

に
ワ

な
が
る
のか
も
し
れ
な
い c

ま
ず

は
「

l
年

自
の

高
倍

射

は
ご
祝
儲
だ
っ
た」
』」
言
わ

れ
な
い
よ
う、
全
置
か
ら
の

1
問
主
を
以
任
を
持っ
て
迎

え、
教
育
し
て
い
き
た
い。

（
刷
き
手・
飢
光山
雅
子｝

ll
浪
人
作品岡山崎 、
学
長

が 、
経
営
の
責
任
者
で
ある

怖
、

現氏

中
関

学
G

m笛
8

月
ま
で
東

京

外
国州
大
学
品。
現
在
は
ア
ジ
ア
丈車
洋

穴品ず交流
機
拙
（
U
M
A
P）
国
際
取
務

総
比一
な
と。
東
京
都

仮伯区
在住。
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